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§１．研究成果の概要 

 

  2021 年度は、伸縮性高周波ダイオードの実現と、伸縮性フォトダイオード・発光ダイオード用の

高精細伸縮性電極の開発に取り組んだ。 

  伸縮性高周波ダイオードは、伸縮性半導体材料を、伸縮性アノード材料と伸縮性カソード材料

で挟み込む構造を含んだ合計で 8 の伸縮性電子材料を重ね合わせた構造をとる。この構造の機

械的な安定性を調査し、50%伸長歪を 1000 回繰り返し与えても構造の破壊や層間の剥離もないこ

とを確かめた。作製したダイオードは伸縮性半導体デバイスとして世界最高周波数である 13.56 

MHz でも安定して動作し、伸縮性アンテナと集積化することで伸縮性のセンサやディスプレイを無

線で駆動できることを確かめた。本研究成果は Nature 誌に掲載され、国内外のメディアに大きく取

り上げられた。 

  高精細伸縮性電極は導電性高分子を改質することで得られ、300 S/cm もの導電性を示しなが

ら、150%の伸長歪を加えても一切クラックを発生することがなかった。さらに本材料はレーザーアブ

レーション法で 10 µm を切る解像度にまでパターニングできる。高い透明性も併せ持つので、伸縮

性のイメージャやディスプレイを作製するのに適している。本年度は開発した電極を用いて、伸縮

性のタッチセンサと歪センサのアレイを作製した。伸縮性タッチセンサは柔らかいロボットの表面に

も高い追従性を示した。伸縮性歪センサアレイは手首に貼り付けることで高精度に脈波をセンシン

グできた。 

  さらに、さきがけの他領域の研究者と連携し、開発した伸縮性電子デバイスの応用探索にも取り

組んだ。具体的には、伸縮性の触覚インターフェースや義手用の脈波表示ディスプレイを実現し

た。また、一連の研究成果について表彰され、安藤研究所・安藤博記念学術奨励賞、船井情報科

学振興財団・船井研究奨励賞を受賞した。船井研究奨励賞の授賞式では、受賞者を代表して挨

拶を行った。 
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